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〈特別企画 〉

中国の秘境「九案洵」「黄龍寺漢谷」の旅
一 四川省・ 山民山山脈麓 トレッキング ー

「九案洵」「黄龍寺漢谷」は、四川省北部に、甘

粛省との境を成す眠山山脈の麓にある、中国でも

第一級の景勝地です。無数に存在する真青な湖と

真白な滝が美 しい調和を見せる「九案洵」、水の流

れが長い年月をかけて造 りだした自然の芸術品「黄

龍寺漢谷」は、これまで外国人には未開放の地で

したが、86年 にHAJの ために特別開放されるこ

とになりました。 トレッキングの基地となる町「松

藩」の歴史は古く、春秋時代に湖ると言ゎれてい

ます。歴史的にも興味のあるところです。

1.時 期  1986年 7月 25日 (金 )～ 8月 10日

(日 )17日 間

2.定 員  15名
3.費 用 ,約 60万円

4.行動概要 北京 一 成都 ― 松藩

トレッキングは、松藩を基地 として九案洵

黄龍寺漢谷へ、それぞれ往復 2～ 3日 の行程

です。四川省登山協会、松藩体育委員会のメ

ンバーとの親睦会 も予定 しています。

北京一成都間は、往路あるいは復路に鉄道

の旅を予定 しています。

▲九案 洵の滝

▲黄龍寺、自然の芸術品

紙 写 真 カラコルム中西部、ギルギットからスカル ドヘと向うインダス河沿いの

ハイウェイからわずかの距離に響えるハラモシュは、コティァ・ ルンマ、

イスカパル、マニと、小さいが急峻な 3つ の氷河の源頭である。この切手

は北側からのもので、東へと4つの頂をもつマニ 。ピークが続 く。
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今年で第 7日 目を重ねた、恒例のインド・ ヒマ

ラヤ会議はゲス ト・ スピーカーとしてィンド登山

財団 (IMF)副 総裁の N.D.Jayal氏 をお迎えし

て東京で開催 された。会場には'86年の登山隊12隊、

'85年 の登山隊 3隊など全国各地から参集され41

名の参会者となった。

日 時  1月 11日 (土 )13時～ 12日 (日 )12時

会 場 目黒さつき会館

会議は先ず、主催者側 として遠藤副会長より開

会の挨拶がなされた後、山森常務理事より会議日

程の説明、参加者紹介があって会議日程に入った。

「1985年のインドヒマラヤ総括」

尾形常務理事より1985年 のインドヒマラヤの入

山状況、遭難事故、新解禁峰、登山規則の変更等

について説明があった。

また、 IMFか らの要望としてリエゾンオフイ

サーについて以下の伝達があった。

1)イ ンドの リエゾンオフィサーは全てボランテ

ィアで参加 してくれてる事を理解してほしい。 (I

MFで給金を払って来て貰 っている訳では無い)

2)ィ ンド人との食生活の違いを理解 して、L/0

の食べれる食糧も持参 してほしい。

3)登山規則で定められてる装備は必ず持参 して、

L/0が登りたい意向を示 した時は、その意向を受

入れてほしい。

「許可取得から出発までの問題点」

HAJ刊 行の「インドヒマラヤの手引」に基づ

いて渉外業務全般にわたる実務面について尾形常

務理事より説明があった。

登山料の送金上の注意点、エントリービザの取

得、隊荷の発送 と荷受、 トランシーバーの許可取

得等について実例を混 じえて詳 しい説明があった。

「現地情報」

現地の最新情報として'85年 に出かけられた次の

講師の方々にパネラーになっていただき各地域の

情報がもたらされた。

堤 信夫氏 (u・ P.ガ ンゴトリ山群 )、  知久

隆氏 (H・ P.CB山 群 )、 沖 允人氏 (J&K、
カシミール、東部カラコルム山群 )

各地域の交通、ポーター、ポニー事情、購入品

の人手事情、現地のデポ及び貸装備についてなど

それぞれ報告があった。

「1985年 登山隊報告」

夕食後、スライドを混 じえながら次の登山隊報

告がなされた。

。C B13a(国 鉄大宮工場山岳部隊 )

O無名峰 (マ ンダとブリグパントの間)(同人

ビッグウォール隊 )

0サ セル・ カンリⅡ峰 (日 印合同隊 )

「ヒマラヤ登山の事故防止対策」

第 2日 目は、山森常務理事よリヒマラヤ登山の

事故要因と対策について説明が行なわれた。

講演「イン ドヒマラヤの展望」

ゲス ト0ス ピーカーの N.D.Jayal氏の講演要旨

は、次号で紹介 します。

以上、閉会  12日 正午
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く特 集〉

総   括

インド登山財団 (IMF)に よれば、1985年 に

インドヒマラヤを目指 した登山隊は、外国隊が61

隊、インド隊が86隊の合計 147隊で、1984年 の登

山隊総数を上回った。外国隊のうち16隊が日本で、

以下イギリスが11隊、フランス、西 ドイツが 8隊

と続 く。

これらの登山隊を地域別に見てみると、ウッタ

ル・ プラディッシュ (U・ P)州が81隊、ヒマチ

ャル・ プラディッシュ (H・ P)州が34隊 、ジャ

ム&カ シミール (J&K)州 が32隊 となり、相変

らずガンゴ トリ・ エリアの人気は高い。

外国隊61隊のうち半数以上の33隊が登頂に成功

し、東部カラコルムのサセル・ カンリや リモ山群

では 7峰の初登頂が成された。

第 3回 ヒマラヤ登山観光会議

インド登山財団 (IMF)と インド旅行協会が

主催 し、インド政府観光局、エア・ インデイア、

ゥェス ト・ ベンガル州政府などが共催する第 3回

ヒマラヤ登山・観光会議が、山の街 ダージリンで

'85年 5月 15日 から3日 間開催された。

出席者は、15ケ 国から約 400名 が参会され、イ

ンド以外からの参加者はアメリカ、イギリス、ソ

連、日本、ニュージーランド、プータン、ネパー

ルなどから約75名 であった。本会か らは日印合同

サセル 0カ ンリⅡ峰隊の日本側隊長・ 沖允人氏が

HAJを 代表 して出席された。

会議は、ダージリンの街の中心部にある公会堂

′ 、
`■ / ドヒマラヤ1985年

とも1云 うべき F Convention Center, Bhanu

Bhavan」 を主会場に行なわれた。

第 3回 ヒマラヤ登山 。観光会議のメインテーマ

は、「南アジアにおけるヒマラヤ観光」、「ヒマラ

ヤの環境保全」及びインド隊のエベレス ト登頂30

周年記念であった。

尚、1986年 の第 4回集会は、ヒマチャル・ プラ

ディッシュ州のマナリで 9月 21日 ～23日 に開催さ

れることに決り、 H・ P州観光局及び IMFでは

日本からの多数の参加者を希望している。

遭難 事 故

'85年のインドヒマラヤでは、テレイ・サガール、

ケダルナー ト、サセル・ カンリⅡ峰、ディオティ

バ、それにガンゴ トリのタポバンなどで 5件の遭

難事故が起り、日本人 2名、ポーランド人 1名、

インド人 2名 がそれぞれ死亡した。別表の「イン

ドヒマラヤの日本隊による遭難事故の実態」を参

照されたい。

<現地事情>
インド領カラコルムのオープン

IMFで は、1985年 2月 6日 付で外国登山隊に

対 して待望久 しいインド領カラコルムのオープン

を発表 した。オープンされたのは16峰 (イ ンデイ

ラ・ コルを含む )で、これらの新解禁峰は次の 3

つのグループに分けられている。

―Aグループー

1.サ セル・ カンリI(7,672m)

2.  ″   Ⅱ (7,513m)
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3.サ セル・ カンリⅢ (7,495m)
一 Bグループー

4.マ モス トン・ カンリ (7,526m)
5.リ モ・ ピーク (7,385m)
一Cグループー

6.ア プサラサス I(7,245m)
7・   ″   Ⅱ (7,239m)

8・   ″   Ⅲ (7,230m)
9.テ ラム・ カンリI(7,465m)
10・    ″    Ⅱ (7,406m)
11.  ″   Ⅲ (7,381m)

12.シ ンギ・ カンリ (7,202m)

13.ゲ ントI(7,401m)

14.″  Ⅱ (7,343m)

15.ィ ンディラ・ コル (5,760m)
16.シ ア・ヵンリ (7,422m)

(高度は IMF発表による)

但 し、ォープンされたと云ってもこのエリアが

従来通 りの厳 しいコントロール・ ェリアであるこ

とに変 りなく、入城に際 しては幾つかの条件が付

与されている。

先ず、登山隊数であるがこの新解禁峰の登山許

可は、 A、 B、 C各山群とも 1年に 1山群 1隊ず
つ交付されるとの事。

次いで許可条件としては、次の 4項 目を満す必

要がある。

一 登山許可条件 ―

1)登山隊はィンドとの合同隊でなければならな

い 。

2)合同隊の外国側メンバーは、 7名を越えない

人数とする。

3)外国側は登山料を 2,000ド ル支払わなければ

ならない。

その他の新解禁山域としては、フランスとイン

ドの陸軍合同隊がシッキム側からカンチェンジュ

ンガに挑むと云われ、いよいょシッキムの山々も

合同隊に対 してォープンかと期待されたが、最終

段階でこの計画は没になり、同合同隊はカメット

の西壁に転進を余儀なくされてしまった。まだま

だシッキム (ゴチャ・ ラ以北 )のオープンは難 し
いようである。

学研「世界山岳地図集成」より転載

従来のオープン・ ピーク以外で登山許可が交付

された山にキンナール・ カイラス (6,473m)が
ある。これは H・ P州観光局の肝入れで HAJと
インド女性との合同隊に許可されたものである。

日本側の都合に依り、実施は1986年の夏に延期さ

れた。サ トレジ河とバスバ谷の間に答えるキンナ

ール・ カイラスは、1974年 にインド隊によって登

られているが、この地区はインナーラインにかか

る為、これまで外国隊の入域は許されていなかった。

登山料の レー ト変更

1985年の登山隊か ら、従来ルピー建てだった登

山料が ドル建ての新 レー トに改定され適用された。

一 新 レー トの登山料 ―

6,00o m以 下の峰       400ド ル

6,001m～ 6,500mの峰    600ド ル

6,501m～ 7,Ooo mの 峰    9ooド ル

7,001m以上の峰      1,200ド ル

ヌン、 クン            1,500ド ル

カラコルム山群        2,000ド ル

昨年はこの新登山料の払い込みについて 2～ 3

の トラブルが起った。

従来、登山料の払い込みは、日本の銀行からデ

リーの仕向銀行へ電信又は郵便に寄る外国送金で

払い込 まれており、通常は「通知払」と云う種類

で送金されていた。これは送金が到着すると支払

*>)--,v.
h4 r^

$,r,,r L.
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銀行は受取人 (IMF)に 送金の到着を通知 した

上で支払われるもので、この場合、送金者が ドル

で送金 しても支払銀行では、通常 その国の通貨

(イ ンドの場合、ルピー)で支払われる。 (但 し、

外国人が ドルで送金を受けた場合は、希望すれば

ドルでも受取れる。)

昨年、従来の送金方法で登山料を払い込まれた

登山隊に対 して、 IM Fか ら「登山料は ドル建の

新 レー トに改定されたので ドルで支払ってもらい

たい。また、送金方法としては銀行小切手が望ま

しい。」との要望があった。

インドの外国為替事情は良 く判 らないが銀行小

切手の場合は ドルで受取ることが出来るのであろ

うか、いずれにしろ IMFと しては ドルをはしが

っていることは確かなようである。

銀行小切手の場合、郵送中の事故が心配される

が、 IMFで それを希望するのであれば、それに

従わなければならないであろう。

ウォーキー・ トーキー

インド政府は、インドヒマラヤに向う登山隊の

特典の 1っ としてウォーキー 0ト ーキーの持参を

認めているが、これ迄許可されてたウォーキー・

トーキーの性能範囲 (出力～ 2W以下、周波数～

26,965～ 27,255 M Hz)で は入山中の交信機器 と

しては余り役だたなぃため、登山隊からIMFに

対してもう少 し性能アップしたウォーキー・ トー

キーの使用を認めるよう要望がなされていた。

これらの要請を受けて、 IMFで は1985年 11月

26日 付文書にて通信省に対 して、登山隊が山中で

使うウォーキー・ トーキーの出力、周波数が下記

のものも使えるよう、早急に認可 してくれるよう

に要請 した。

(周波数 )

150,175 MHz

150,900  〃

26,968 〃

26,976  〃

ヽ

ヽ

ｒ

′

　

　

ヽ

ｔ

ｒ

ノ

(出 力 )

lW

O.5W

(場所 )

ヒマ ラヤ山域

イン ド国内

ビザ交付料の変更

エントリー・ ビザの交付料は、従来、シングル、

ダブル、 トリプルの種類に依って異なり、ダブル

の場合、シングル (660円 )の 2倍 (1,320円 )、

トリプルの場合、 3倍 (1,980円 )であったが、

昨年からシングル、ダブル、 トリプル (マ ルチ )

の種類にかかわらず一律 660円 となった。

昨年もまた、エントリービザの交付が遅れたた

め出発を遅 らせざるを得なかった隊が 2～ 3隊あ

った。毎度の事乍らェントリービザの申請につい

ては、充分に時間的余裕を持って申請するのが望

ましい。

1986年 イン ドヒマラヤ日本隊一覧

山   名 高 度 期   間 派 遣 団 体 名 隊 長 名 隊員数

ヌ

ク

ン

ン

7,135m
7,077m

9月 ～ 10月 東洋 大学 山岳 部

ブ
ブ

フ

フ

‐7
‐
マン

I

Ⅱ

6,416m
6,425m

7/30  9/30 独協 大学 山岳 部 柳 沢 幸 慶 3

,r\ ,y t )v 6,220■1 7/ 3 ～ 18/25 岐阜 大学 山岳 部 寺 田  晃

ト ダ 6,550m 7/20～ 8/24 東 京 都 高 体 連・ 高 橋 清 輝 15

パ プ ス ラ 6,451 ln 7/20～ 8/末 静岡ソサエティー 松 永 義 夫

K   R   6 6,187m 7/20～ 8/31 越 稜 山 岳 会 長谷川昭一

サ ト パ ン ト 7,075m 7/26～ 8/24 松 本 正 城

テ レイサガール 6,904m 5/25～ 6/30 山岳 同人一同 心 木 内  聡

6,904m 8/26～ 9/30 登  嶺   会 宮 原 末 男

シ ブ リ ン 6,543m 5月 ～ 6月 きんたろう山の会 石 井  清
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≪ネパール≫

ネパール・ ル ピー大幅切 り下げ

1985年 11月 30日 よリネパール・ルピーが 14.5%

も切り下げられた。これは、ここ25年間で一番の

大幅切り下げとなった。

新 レー トは、以 下の通り

100イ ンド・ルピー=170ネ パール・ ルピー

(以前は、10010 Rs=145 N o Rsで あった。)

lU・ Sド ル ≒ 20.5ル ピー

ネパール・ ラス トラ銀行では、1985年 12月 29日

で41歳の誕生日を迎えられたビレンドラ国王を記

念 して次の硬貨を発行することになった。

(a)5ル ピー硬貨 (ニ ッケルー銅製 )

直径29皿 。デザインは、表面にビレンドラ

国王とビクラム歴2042年。裏面には、真中

に lYY(International Youth Year)の

シンボルと国際青年年2042年の文字。

(b)100ル ピー硬貨 (銀60%の合金製 )

直径33m。 デザインは、表面に国王の名前

とビクラム歴2042年、貨幣単位。表面には

周囲に I Y Y 1985年 。中心に IYYの シン

ボル。

それから、ネパールの 4番 目の商業銀行として

ネパール・ グリンドレィ銀行が開業することにな

った。この銀行の所有者権は、ロンドンのグリン

ドレィ銀行が50%、 ネパール銀行が35%、 残りの

15%が ネパール国家となっている。

'85年 ネパール ヒマラヤ秋 と冬

'85年 秋のネパールヒマラヤでは、アラビア海と

ベンガル湾から大型のサイクロンが 3度 も来襲 し

て大荒れとなり、24名の死者が出た。 (シ ェルパ

6名 、インドとポーランド人が各々5名 。アメリカ、

フランス、西 ドイッ、ギ リシャ人が各々 2名 )

秋の隊は、49隊が入山したが、そのうち34隊が

HIMALAYA NEWSI■■

異常な降雪、強風、寒気などにより断念 した。

8,000m峰へは19隊が挑んだが、成功 したのは

エベレス ト (日 本隊 )、  マカルー (イ タリア隊 )、

チョー・ オュー (日 本隊)の 3隊 だけであった。

秋の外国隊数は以下の通り。( )内は成功隊数

日本11(4)、  フランス5(1)、  ポーランド

5(2)、  アメリカ 4(1)、  スペイン4(1)、

韓国 4(2)、 西 ドイツ3(1)、  イギ リス 2

(1)、  オランダ 2(1)、 オーストリア 2(2)、

イタリア 2(2)、  スイス、チェコスロバキア、

ユーゴスラビァ、ギ リシャ、インドが各 1隊。

一方、冬期シーズンには10ケ国か ら17隊が挑み、

この内12隊が 8,000m峰 を目指 した。日本からは

12月 14日 に登頂成功 した山田昇、斉藤安平のペア

に依るマナスル隊と電々山岳同志会が中心となっ

て結成 された熊本 ヒマラヤ登山隊 (馬場博行隊長

57名 )に依るマカルー主峰の 2隊だけ、マカルー

隊は断念。

韓国隊は 6隊で、その内 3隊がエベレス ト。東

南稜、南西壁、西稜の各ルートに挑んだが、いずれ

も強風のため登山を断念 した。

その他の外国隊は以下の通り。

ポーランド2隊、ニュージーランド、アメ リカ、

カナダ、スペイン、スイス、イタリア、ブルガリ

アが各 1隊。

≪インド≫

サリーン氏、デリーヘ戻る

インド登山財団 (IMF)の 総裁で、在ネパー

`ルのインド大使のハ リッシュ・ COサ リーン氏は

此の度、大使を退任され、ニューデ リーヘ戻 られ

た。後任には Arvind Ramchandra Deo氏 (54

歳 )が就任された。

≪パキスタン≫

′
85年パキスタン登山隊

パキスタン観光省発表による1985年 のパキスタ

ン登山隊の概要は以下の通りである。

1.ア プリケーション数     71隊

-17-



■■IH:MALAYA NEWS

2.キ ャンセル数         9隊

3.入山登山隊数         62隊

4.登山者数          398人
5.登頂 されたピーク数      32山
6.登山料の収入総額    Rs■ ,303,004.00

7.地区別登山隊数   スカル ド (38)、  ギルギ

ッ ト(10)、 デ ィア ミール (12)、 チ トラル(2)

8.国別登山隊数  ()内 は登山者数

日本 12(78)、  フランス 7(48)、  イタ リア

6(65)、 スイス 5(52)、 イギ リス 5(28)、

ポーランド5(38)、 オース トリア 4(24)、

アメ リカ 4(24)、  スペイン2(11)、 スェ

ーデ ン 1(8)、  カナダ 1(4)、  オランダ

1(4)、  ユーゴス ラビア 1(7)、  ポーラ

ンド・ パキスタン合同 1(16)

9.遭難者数           8名 死亡

(尚 、詳細は次号 にて紹介 します。)

インド政府観光局に新局長就任

東京・銀座 7丁 目のパールビル内にあるインド

政府観光局の東アジア地区総局長としてK.Bシ ン

氏 (Mr.K.B.Singh)が 着任された。

シン氏は1931年 のお生まれで当年54才 、独身。

1954年 にデリー大学を卒業後、1957年 にインド政

府観光局に入省。本局では長期計画部長やホテル

担当部長などを歴任。ワシントン、ロサンゼルス、

シドニーなど在外経験も豊富な方である。

尚、パイ前局長 (M iss.V Pai)は マ ドラスの

観光局長に転任された。

また、同局東京事務所のアシスタント・ ディレ

クターとしてラム・ クリシャン氏 (Mr.R
Krishan)が 着任された。同氏は1933年 お生まれ

の52才。

中国登山研究会

HAJで は1986年 7月 ～ 8月 に四川省登山協会

と合同で「雪宝頂 (5,852m)」 登山を実施する。

この登山は四川省人民政府挙げての合同登山であ

り、この議定のために代表団が来 日することにな

った。この機会を得て「中国登山研究会」を下記

の通り実施 します。

言己

3月 2日 (日 )13時～16時

大正セントラルホテル会議室

40名

2,500円 (資料代込み )

四川省登山協会副主席他

時

所

日

場

定 員

会 費

講 師

中し込み HAJ事 務局 003(367)8521

(参加希望者は、必ずお申し込み下さい。)

第 7回高所順応研究会開催

ヒマラヤヘ出かける各登山隊か ら好評を博 して

いる東京都山岳連盟主催の標記研究会が下記の通

り開催されます。

言己

日 時 3月 9日 (日 )9時 ～16時

場 所 目黒さつき会館

(山 の手線目黒駅下車、徒歩 5分 )

参加費 3,000円 (昼食代含む )

内 容 1)高 度障害の実例と医師の所見

(ブータン、ガンヶル・ プンズム隊他

による実例報告 )

2)講演「私の高所登山」

講師 :大宮 求 (山 学同志会 )

対 象 高所登山に興味のある方、また具体的計

画をお持ちの方

申し込み法 所属団体名、住所、氏名を明記し、

現金を添えて申込むこと。

問合わせ 。申込み先 東京都山岳連盟海外委員会

東京集会のお知らせ

2月 の東京集会は下記の通りです。皆さんお誘

い合わせの上、お出かけ下さい。

日 時 2月 24日 (月 )19時 ～

場 所 HAJル ーム

-18-



トータル獲得標高 1985

山森 欣―

今日のヒマラヤでは、登山観の多様化を反映 してさまさまな方法が試みられている。自然条件としては

最も困難な登山を強いられると見 られる冬期 8,000m峰 にも、日本隊だけでも既に14隊が挑戦 している。

(4隊が成功 )又、 8,500mの 巨峰に対する02レ ス登山も実践 され、近年特に論議を呼んでいる、アルパ

インスタイルも8,000m峰 を舞台として試みられつつある。特に1985年冬に山田昇、斉藤安平の両氏によ

って実践されたマナスル峰の登頂記録は、高い評価を受けるであろう。勿論、 このように登山観の多様化

した時代の記録に対 して、どのように整理 し、どのような評価を与えて行くかは、難か しい問題である。

そこで私は、 ヒマラヤ 142号 において、このような時代のヒマラヤニス トの評価の一方法として、 7,000

m以上の峰の複数登頂者を対象とした「 トータル獲得標高」を提案 した。今回はその第二回となる。考え

方は 142号 に書いたとおりであるが、パ ミールキャンプのような登山も同一に取り扱うことに対しては、

多少の抵抗もあるが、もうしばらくは現在のまま続けてみたいと思う。

20′ 000mを 超えた男たちの概要
1985年 12月 31日 現在

順
位 氏    名 山 名 標高品

地
域 登 頂 日 派遣母 体 )v- | 摘  要 ※

山 田   昇

(82,627m)

10座

(35才 )

a.ダ ウラギ リ I

b.カ ンチェンジュンガ主峰

c.ラ ンタン・ リ

d.ダ ウラギリ I

e.ロ ーッェ

f.サ ガルマータ

3マ モス トン 0カ ンリ

hK2
1.サ ガルマータ

j.マ ナスル

8,167

8,586

7,205

8,167

8,516

8,848

7,516

8,611

8,848

8,163

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｉ

Ｐ

Ｎ

Ｎ

1978.10.14

1981. 5. 9

1981.10.10

1982.10.18

1983.10. 9

1983.12.16

1984. 9.13

1985. 7.24

1985.10.30

1985.12.14

群馬県山岳連盟

H  A  J

カモ シカ同 人

H  A   J

植村直己 物 語

カモ シカ 同人

南東稜

南西面

南西稜

北西稜

西 面

東南稜

北東稜

南東稜

北西面

初登攀

初登頂

初登攀

日本人初

冬期第二登

初登頂

02レ ス

冬期第二登

重 広 恒 夫

(56,388 nl)

7  座

(38才 )

a.ナ ンダデヴィ東峰

b.K2
c.ラ トック I

d.チ ョモランマ

e.カンチェンジュンガ中央峰

f.マ ッシャーブルム

gブロー ド・ ピーク

7,434

8,611

7,145

8,848

8,482

7,821

8,047

Ｉ

Ｐ

Ｐ

Ｃ

Ｎ

Ｐ

Ｐ

1976. 6. 9

1977. 8. 8

1979. 7.19

1980. 5.10

1984. 5.18

1985. 7.23

1985. 8.12

J   A   C
J  M  A
示都カラコルムC

J  A  C

関西カラコルム

南峰からの縦走

北西壁 1初登攀

西 稜
|

日本人初

第二登

初登頂

初登攀

南 稜

南東稜

南 壁

北 壁 |

尾 崎   隆

(51,008m)
6 座

(33才 )

8,047

8,848

8,163

8,516

Ｐ

Ｃ

Ｎ

Ｎ

1977. 8. 8

1980. 5.10

1981.10.12

1983.10. 9

愛知学 院大学

J   A   C
イエテ ィ同人

カモ シカ同人

西 稜

北 壁

北東面

西 面

第二登

初登攀

日本人初
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a.ブ ロー ド・ ピーク

b.チ ョモランマ

c.マ ナスル

こローツェ



順

位 氏    名 山 名 標高←n」
地
域 登 頂 日 派遣母 体 フレー ト 摘  要 ※

e.サ ガルマータ

f.カ ンチェンジュンガ主峰

8,848

8,586

Ｎ

Ｎ

1983.12.16

1984. 5.19

カモ シカ同 人

J   A  C
南東稜

南西面

冬期第二登

田部井 淳 子

(46,149m)

6  座

(46才 )

a.ア ンナプルナ皿

b.サ ガルマータ

c.シ シャパ ンマ

d.コ ルジェネフスカヤ

e.コ ミュニズム

f.レ ーニ ン

7,555

8,848

8,012

7,105

7,495

7,134

Ｎ

Ｎ

Ｃ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

1970. 5.19

1975. 5.16

1981. 4.30

1985. 7.28

1985. 8. 7

1985. 8.15

女子登攀クラブ 南西面

東東稜

北東面

女性初

11

原     真

(43,956m)

6   座

(49才 )

a.コ ルジェネフスカヤ

b.コ ルジェネフスカヤ

c.シ シャパ ンマ

d.コ ルジェネフスカヤ

e.コ ミュニズム

f.レ ーニン

7,105

7,105

8,012

7,105

7,495

7,134

Ｓ

Ｓ

Ｃ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

1976. 8. 7

1982. 7.31

1982.10.10.

1985. 7.21.

1985. 7.29

1985. 8. 6

JAC東 海

高 山 研 究 所

北東面

28

×加 藤 保 男

(42,523m)

5 座

a.サ ガルマータ

b.ナ ンダデヴィ主峰

c.チ ョモランマ

d.マ ナスル

e.サ ガルマータ

8,848

7,816

8,848

8,163

8,848

Ｎ

Ｉ

Ｃ

Ｎ

Ｎ

1973.10.26

1976. 6.15

1980. 5. 3

1981.10.14

1982.12.27

R

J A

C C Ⅱ

C

イエ テ ィ同 人

南東稜

南 稜

北東稜

北東面

南東稜

秋期初

日本人初

冬期第二登

和 田 城 志

(39,030m)

5  ,胚五

(36才 )

a.ゲ ントⅡ

b.ラ ンタン・ リルン

c.カ ンチェンジュンガ主峰

d.マ ッシャブルム

e.プ ロー ド・ ピーク

7,342

7,234

8,586

7,821

8,047

Ｐ

Ｎ

Ｎ

Ｐ

Ｐ

1978. 7.15

1978.10.24

1984. 5.20

1985. 7.23

1985. 8.12

関西学生 岳連

大阪市 立大学

J   A  C
関西カラコルム

北 面

南東面

南西面

北西壁

西 稜

初登頂

初登攀

20

高 橋 和 之

(37,91l m)

5座

(45才 )

a.ダ ウラギ リⅣ

b.ロ ーツェ

c.コ ルジェネフスカヤ

d.コ ミュニズム

e.レ ーニ ン

7,661

8,516

7,105

7,495

7,134

Ｎ

Ｎ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

1975.10.19

1983.10.11

1985. 7.21

1985. 7.28

1985. 8. 6

カモ シカ 同人

高 山 研 究 所

南 面

西 面

第二登

日本人初

39

川 村 晴 一

(33,755m)

(38才 )

a.ク ンバカルナ

b.カ ンチェンジュンガ主峰

c.チ ョコリ

d.サ ガルマータ

7,710

8,586

8,611

8,848

Ｎ

Ｎ

Ｃ

Ｎ

1976. 5.11

1980. 5.14

1982. 8.15

1983.10. 8

山 学 同 志 会

J  M  A
山 学 同 志 会

北 壁

」ヒ :稜

南東稜

初登攀

″ 02レ ス

02レ ス

10 三 谷 統一郎

(32,173m)

(27才 )

a.ア ンナプルナ・ ダクシン

b.ダ ウラギリ I

c.カ ンチェンジュンガ主峰

d.チ ョー・ オュー

7,219

8,167

8,586

8,201

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1978.10.16

1982.10.17

1984. 5.20

1985.10. 3

明 治 大 学

高 松 労 山

J   A  C
カトマンズクラブ

南西稜

北東稜

南西面

南西壁

初登攀

日本人初

11 八木原 囲 明

(32,014m)

(39才 )

a.ダ ウラギ リⅣ

b.ヤ ルン・ カン

c.シ チュ・ ダケ南峰

d.サ ガルマータ

7,661

8,505

7,000

8,848

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1975.10.21

1981. 5. 9

1984. 5.20

1985.10.30

カモ シカ同人

H  A   J

植村 直 己物語

南 面

南東面

東 稜

南東稜

第二登

初登攀

19
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順

位 氏    名
地
域 摘 要 ※

:3 1日  雅 口‖

(30,768m)

(29才 )

a.マ ナスル

bコ ル ジェネフスカヤ

c.コ ミュニズム

d.シ シャパ ンマ

8,163

7,105

7,495

8,012

Ｎ

Ｓ

Ｓ

Ｃ

1981.10.14

1982. 7.31

1982. 8. 5

1982.10.12

イエ テ ィ同人

高 山 研 究 所

北東面

北東面

13 遠 藤 晴 行

(30,582m)

(28才 )

a. t li )v-z -,
6.= tv) - il zh I
c.l i -:Z'l^
d.V-=7

8,848

7,105

7,495

7,134

Ｎ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

1983.10. 8

1985. 720

1985. 7.28

1985. 8. 6

イエ テ ィ同人

高 山 研 究 所

南東稜 02レ ス

14 山 本 宗 彦

(30,497m)

a.レ ーニ ン

b.コ ミュニズム

c.マ ッシャーブルム

d.ブ ロー ド・ ピーク

7,134

7,495

7,821

8,047

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｐ

1983. 7.27

1983. 8. 6

1985. 7.23

1985. 8.12

関西カラコルム

J A C

北西壁

西 稜

初登攀

15 千 葉 孝 義

(30,031m)

(40才 )

a.ダ ウラギ リ■

b.シ シャパ ンマ

c.レ ーニ ン

d.レ ーニ ン

7,751

8,012

7,134

7,134

Ｎ

Ｃ

Ｓ

Ｓ

1979.10. 8

1982.10.12

1983_ 7.29

1985. 8. 6

カモ シカ 同人

高 山 研 究 所

J   A   C
高 山 研 究 所

Ⅱ Ⅲ

北東面

V峰縦走 23

16 村 上 和 也
(25,975m)
(30才 )

a.ロ ーツェ

hサ ガルマータ

c.K2

8,516

8,848

8,611

Ｎ

Ｎ

Ｐ

1983.10. 9

1983.12.16

1985. 7.24 A J

カモ シカ 同人

H

西 面

南東稜

日本人初

冬期第二登

30

17 ×吉 野  寛

(25,626m)

a.ダ ウラギリ I

しチョゴリ

c.サ ガルマ~タ

8,167

8,611

8,848

Ｎ

Ｃ

Ｎ

1978. 5.11

1982. 8.14

1983.10. 8

イエテ ィ同 人

J  M  A
イエティ同 人

南 稜

北 稜

南東稜

初登攀
″0ルス

02レス

18 ×禿  博 信

(25,626m)

a.ダ ウラギリ I

b.チ ョゴリ

c.サ ガルマータ

8,167

8,611

8,848

Ｎ

Ｃ

Ｎ

1981. 6. 2

1982. 8.15

1983.10. 8

高 山 研 究 所

J  M  A
イエ ティ同人

北東稜

北 稜

南東稜

単独

初登攀02レス

02レス

19 鈴 木 昇 己
(25,144m)

(34才 )

a.ク ンバカルナ

b.カ ンチェンジュンガ主峰

c.サ ガルマータ

7,710

8,586

8,848

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1976. 5.11

19〔引). 5.14

1983.10. 8

山 学 同 志 会

南東稜

北 壁 初登攀

〃 02レス

02レス

20 坂 下 直 枝
(24,907m)
(38才 )

a.ク ンバカルナ

b.カ ンチェンジュンガ主峰

c.チ ョゴリ

7,710

8,586

8,611

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1976. 5.11

1980. 5.14

1982. 8.14 A

山 学 同 志 会

J M 北 稜

北 壁 初登攀
″ 02レス

10

21 宮 崎   勉
(24.344m)
(38才 )

a.ダ ウラギ リⅣ

b.ダ ウラギ リ I

c.ロ ーツェ

7,661

8,167

8,516

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1975.10.21

1978.10.19

1983.10.10

カモ シ カ 同人

群馬県山岳連盟

カモ シカ 同人

南 面

南東稜

西 面

第二登

初登攀

日本人初

12

22 重 野 太肱二
(23,923m)
(42才 )

a.プモリ

bダウラギ リI

C,チ ョゴリ

7,145

8,167

8,611

Ｎ

Ｎ

Ｃ

1973. 5. 1

1978. 5. 8

1982. 8.15

登 攀 ク ラ ブ

イエ ティ同人

J  M  A

南 稜

南 稜

北 稜

初登攀
〃 02レス

14

23 大 宮   求
(23,643m)
(36才 )

a.カンチェンジュンガ主峰

b.シ シャパ ンマ

c.サ トパ ント西峰

8,586

8,012

7,045

Ｎ

Ｃ

Ｉ

1980. 5.17

1982.10.12

1983. 5.22

山 学 同 志 会

高 山 研 究 所

山 学 同 志 会

北 壁

北東面

北西稜

初登攀02レス

初登頂

15

山 名 標高価」 登 頂 |」 派遣 母体 )v- |
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名
順
位 氏 名 標副ロゴ

地

域 登 頂 || 派 遣 母 体 )v- | 摘  要 ※

24 」ヽ 松 幸 1
(23,579m)

(31才 )

見 和 成
(23.570m)

(40才 )

a.ダ ウラギリⅣ

b.ダ ウラギ リ11

c.ダ ウラギリ I

7,661

7,751

8,167

N

N

N

1975.10.21

1979.10.13

1982.10.18

カモ シ カ 同 人 南 面

]・ I」・

北西稜

第二登

V峰縦走

初登掌

25 a.カ ンピレテ ィオール

b.ナ ンダテヴィ主峰

c.チ ョコ リ

7,143

7,816

8,611

Ｐ

Ｉ

Ｃ

1975. 6.14

1976. 6.15

1982_ 8.15

広 島 山 の 会

J   A   C
J  M  A

北西稜

主峰～

」ヒ 稜

掏」登凛

束峰縦走

初登攀02レス

17

26 尾 形 好 雄
(23,561m)

(37才 )

a.ヒ マルチュリ西峰

b.ヤ ルン・ カン

c.マ モス トン・ カンリ

7,540

8,505

7,516

Ｎ

Ｎ

Ｉ

1978. 5. 7

1981. 5. 9

1984. 915

雪 と 岩 の 会

H  A   J
南西稜

南東面

北東稜

初登頂

初登頂

18

27 中 西 紀 夫
(23,545m)

(27才 )

a.ア ンナプルナ・ ダクシン

b.ナ ンガパルバ ツ ト

c.チ ョー 。オ ュー

7,219

8,125

8,201

Ｎ

Ｐ

Ｎ

1978.10.16

1983_ 731

1985.10. 3

明 治 大 学

富山県山岳連盟

カトマンズクラブ

南西稜

西 面

南西稜

初登攀

11本人初

28 斉 藤 安 平
(23,340m)

(32才 )

a.ダ ウラギリ I

b.ガウリサンカール・南峰

c.マ ナスル

8,167

7,010

8,163

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1982.lo.18

1984.10.19

1985.12.14

カモ シ カ 同人

JAC・ 東 海

カモ シカ同 人

北西稜

南東稜

北東面

初登撃

冬期第二登

29 吉 田 憲 司
(23,290m)

(32才 )

a.ハチンダール・キッシュ

b.マ モス トン・ カンリ

c.K2

7.163

7,516

8,611

Ｐ

Ｉ

Ｐ

1982. 8. 4

1984. 9.13

1985. 7.24

金 沢 大 学

H   A   J
東 壁

北東稜

南東稜

初登「rl

30 平 林 克 敏
(23,014m)

(51才 )

a.ア ピ

b.サ イパ ル

c.サ ガルマータ

7,132

7,034

8,848

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1960. 5.10

1963.10.21

1970. 5.12 J   A   C

同 志 社 大 学 北 面

南 面

南東稜 日本人初

初登頂 21

31 ×小 林 利 明

(22,939m)

a.ダ ウラギリ I

b.シ ア・ カンリ

c.バ ル トロ・ カンリ

8,167

7,422

7,350

Ｎ

Ｐ

Ｐ

1978. 5. 8

1979. 7.30

1979. 8. 4

イエ テ ィ同人

京都カラコルムC
南 壁

南西面

北東面

初登攀 22

32 ×角 田 不 二

(22,760 1in)

a.ト リスル I

b.ヤ ルン 0カ ン

c.ヌ ン

7,120

8,505

7,135

Ｉ

Ｎ

Ｉ

1978. 9.28

1981. 5. 9

1983. 8.16

H  A  J 南 稜

南東面

西 稜

初登攀 24

33 駒 宮 博 男
22.641m)

(33才 )

(

a.J i a-44

b.'2!vtsY-v
c.v--/

7,495

8,012

7,134

Ｓ

Ｃ

Ｓ

1982. 8. 2

1982.10.10

1983. 8. 2

高 山 研 究 所

北東面

25

34 小 西 浩 文
(22,612m)

(23才 )

a.a tv) - il zhl
b. f i =:x"a
c,r/ils>-"

7,105

7,495

8,012

Ｓ

Ｓ

Ｃ

1982. 7.29

1982. 8. 5

1982.10.10

高 山 研 究 所

北東面

26

35 高 橋 純 一
(22.344m)

(37才 )

a.コ ミュニズム

b.シ ア・ カンリ

c.ム スターグ・ アタ北峰

7,495

7,422

7.427

Ｓ

Ｐ

Ｃ

1977. 8. 8

1979. 7.30

1981. 8.14

H   A   J
京都カラコルムC
スビダ=ニエ同人

南西面

北 面

27

36 松 本 正 城
(22,247m)

(37才 )

a.ク ン

b.ヌ ン

c.ガ ッシャブルムⅡ

7,077

7,135

8,035

Ｉ

Ｉ

Ｐ

1981. 8.27

1982. 8.18

1985. 7.28

R C C Ⅱ

東京 山 岳協会

横浜螺l牛山岳会

東 稜

北西稜

南西稜

-22-



順
位 氏    名 山 名 標高ln」

地
域 登 頂 日  派遣 母 体  ルート 摘 要 ※

37 7      名

(21,734m)

a.コ ミュニズム

b.レ ーニ ン

c.コ ルジェネフスカヤ

7.495

7,134

7.105

ｑ
〕

Ｑ
）

（ｂ

黒沢孝夫、石川龍彦、×井波美保、松永忠則

鴨川正昭、柳沢伸子、安原真百合

|」 1)※ 印欄の数字は1984年 12月 末現在での順位  2)氏 名の前の×印は故人

3)地域のNは ネパール、 Pはパキスタン、 Iは インド、Cは 中国、 Sは ソ連、 Bは ブータンの略

4)2座登頂で15,000m以 上

鈴木茂 ×柳沢幸弘 ×植村直己 ×藤倉和美 大谷映芳 深田良一 ×坂野俊孝 中村省爾 小野寺正英

賀集信 西堤理一 外山哲也 片岡邦夫 保坂昭憲 上田豊 飛田和夫 八嶋寛 小泉章夫 東英樹 高橋

堅 寺本正史 小椋成人 ×小川信之 長谷川良典

複数の フ′000m峰 を初登頂 した幸運な男たち
1985年 12月 31日 現在

8′ 000m峰 14座登頂ベス ト9
1985年 12月 31日 現在

-23-

氏  名 名山 氏  名 山 名

尾 形 好 雄

河 津 士 郎

山 田  昇

吉 田 憲 司

上尾庄一郎

ヒマルチュ リ西 峰

ダ ウ ラ ギ リ VI

ラ ン タ ン・ リ

ハチンダール・キッシュ

アンナプルナ・ ダクシン

マモス トン・ カンリ

ダ ウ ラ ギ リ Ⅳ

マモス トン●カンリ

マモス トン・ カンリ

カ ン ペ ン チ ン

郎

優
敏
貞
男

敏

五

　

之
博
忠

克

見

辺
藤
　
本

林

人

渡
佐
原
杉

平

カ ン ペ ン チ ン

ラ ト ッ ク 1

ウ ドレ ンゾ ム南 峰

ジュ トマル・ サール

ア       ピ

マ サ ● カ ン

ジュトマル・ サール

サ ラグラール南 峰

マラングッティ・ サール

サ   イ   パ   ル

Name Sagal K2 Kangche Lhot Mak ChyO Dhaul Mana Nanga Anna GI BЮd GⅡ Xixaba

Reinl℃ ld

Messar

ierzy
Kukuczka

Erhard
Lo:氏 )tan

Miclnel
Dacher

Marcel
Ruedl .

Noboru
Ya面ada

Ku■
D,p":騨 r

驚k^hi´
Ozaki

Guenter
Strum

1978
/1980

1980

1983
'/1985

1978

.1980

/1983

1979

1985

1979

1985

1985

1982

※1975

1981

1984

※1975

1979

1977

1983

1983

1977

1981

1978

1983

1985

1983

1985

1985

1985

1980

1978
/1982

1960

1972

1984

1984

1984

1985

1981

1984

1970
/1978

1985

1982

1985

1984

1985

1984

1975
/1984

1983

1983

1982

1983

1982

1982

1984

1983

1957
/1984

1977

1982
/1984

1983

1983

1983

1979

1981

1980

1985

1980

※印はヤルン・ カン登頂

1983



寸 感

新春早々、 IMF副 総裁の Jayal氏 をお迎え し

て'I日例のインドヒマラヤ会議が開催された。例年

のように今年 もインドからエージェントの方が参

加された。然 し、今年は 1人だけだった。 ll本隊

相手では商売にならない ?と 云う事が徐々に浸透

してきた為であろうか。サービスはタダと云 う感

覚の日本人相手にサービスはビジネスと考えるイ

ンド人としては商売が しずらいのであろう。

経費をかけない遠征が良い遠征と云う変な風潮

がはびこる昨今、自分達の能力も鑑みず、あの隊

はいくらで行ったから自分達もこれでやれるだろ

うなどと同一視する向きが多い。最初からその考

えなら最後まで貫ぬいて貰いたいものである。ビ

ザがこない、事故が起った。と云っては、その都

度便利屋としてタダで使われたのではたまらない。

務 局 日 (1月 )

島、占田 )、  1司 氏歓迎夕食会 (高 田

馬場、 9名 )

11日 (上 )～ 12日 (日 ) 第 7回 インドヒマラヤ

会議 ([」 黒 さつき会館、41名 )

1611(木 ) ヒマラヤ No 171発送

17日 (金 ) N.D.Jayal氏 さよな らパーティ(高

田馬場、 13名 )

181」 (上 ) N.D Jayal氏 離 |」 (成田見送 り、尾

形、古田 )

27日 (月 )東 京集会 (29名 )

6日 (月 )

11日 (土 )

仕事始め

N.D.Jayal氏来日(成田出迎え、小

日

ヒマラヤNo.172(3月 号 )

昭和61年 2月 10日 印刷  61年 3月 1日 発行

発

編

発

〒1

淀橋食糧 ビル 506号

一一

会

場

助

雄

協

馬

之
　
；

ヤ

田

金

好

ラ

高

マ

区

田

形

ヒ

宿

本

新

柴

尾

日

都一示

人

人

所

東

行

集

行

０

エクスペディション&ト レッキング

インド、パキスタン、

４

〓
露

中央アジア)へ遠征、

トレッキングを計画の皆様へ。

航空券から登山要請、現地手配、入国査証

(ビザ)代介手続き、遠征隊・ トレッキ

ング用山岳保険加入に至るまで適切

なトータルアドバィス、手配を受け
たまわります。

キ
■
〓

303■

かずさ

地下鉄 日

世 界 山岳 旅 行 クラブ
運輸大臣登録旅行業代理店業第2809号
住友海上火災登山 トレッキング保険代理店

帥マウンテン・トリッフ
0150:東 京者B渋谷 区恵比寿西 |-3-| かず さゃ ビル3F303号  な

主 催 嘲 ロ ー タ リー エ ア ー サ ー ビス  テ105東京都港区新橋2‐2-4御 3‐ 504‐ 0111

-476-1200担 当 藤原

:日 当・佐藤 (一 般登 録 第 332号 /取 扱 ェ任 者・伊 藤 園子 〕

-24-
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′%慮レla′πフ6%杉夜看夕膨γ%ほ死
―

遠征隊、トレッキング、秘境への旅
―

あらゆる申請・許可取得、現地手配、航空券、山岳保険なよ
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

望ヨP03‐574‐8880Zぬ
三井航空サービス代理店2452号

72ク元動″ラ」電″1魔ゴ響〃
〒105東 京都港区新橋3-26-3会計ビル4F

=RE■
suRE 7ouR

〔三P

トレッキ ング・登 山隊の許可取得か ら航 空券 。現地手配 までお引 き受けいた します。

～ネパール・ インド・ ブータン・パキスタン・ 東南アジア・ アフリカ・ 南米～

わ遊薇な
東京本社 〒 101東 京都千代田区神田神保町 2-2 新世界 ビル 5階  803
大阪営業所〒541大 阪市東区平野町 4‐ 53-3ニ ューライフ平野町202号室 806

(

(

P

株 式
書 祗

237)1391(代 表 )

202)i391(代 表 )

.0. B O X 3017

トレッキング・海外登山
シルクロード・秘境旅行
のパイオニア

カ トマ ンズ営業所  JAI I
KATH

運輸 大 臣登録一般旅行業 60

L TREKKING(P)Ltd
lU. NEPAL ■,216338

＝

Ａ

号

Ｈ

Ｍ

７

.■ |・ 1辟|‐‐鐸卜謳鱚燒玲‐1‐‐‐

・m

薔
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ヒマラヤヘ 装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

●登山本店/〒 160東 京都新宿区百人町2丁目2番 3号 803(208)6601～ 3

●大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町2丁 目123番地●0486(41)5707

0水道橋登山店/〒 101東京都千代田区三崎町2丁目8番 14号●03(264)5575～ 6

●神田登山店/〒 101東京都千代田区神田神保町1丁 目8番地●03(295)0622

●新宿西日店/〒 160東京都新宿区新宿1丁 目16番7号 803(346)03010

0高崎店/〒 370群馬県高崎市新町6番地80273(27)23970

●札幌登山店/〒 0∞北海道札幌市中央区南二条西4丁 目4番●011(222)5305

→幹」
「 =χ

だ―〃
●新潟店/〒 950新潟県新潟市東大通2丁 目5番 1号80252(43)6330

0仙台店/〒 980宮城県仙台市東八番丁107番 地の36号80222(97)2442

0町田ジョルナ店/〒 194東 京都町田市原町田6丁 目6番地14号80427(26)62480

0フ ーズショップ/〒 160東 京都新宿区百人町2丁 目2番 43号 803(232)1286

●外商部/〒 160東 京都新宿区大久保2丁 目19番 10号●03(200)7219

0事務所/〒 160東 京都新宿区百人町1丁 目4番 15号●03(200)1004

∠
Ｆ
▼




